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目 的　 和 服 着 装時 の 歩 行 を 拘 束 す る 主 な る 要 因 と し て･、 和 服 の 形 態上 か ら 被 服 面 積 が 大

平 面 状 で あ る こ と、 着 装 上 か ら 人 体 の 静 止 立 体 の 状 態に 下 肢 全 体 を ま と い つ け る こ と 、

の 他 に 履物 の 形 状 に よ る も の が 考 えら れ る 。 そ こ で 、 こ れ ら が 歩 行 に ど の よう な 影 響 を

ぼ し て々ヽ る か を 解 明す る た め に 、・非拘 束 時 の 歩 行 を 基 準 と し て 、 比 較 検 討､を 行 な っ’た。

方 法　 被 験 者 の 両下 肢 の 筋（ 大 腿 直 筋 ・ 半 腱 様 筋 ・ 半 膜 様筋 ・ 前 脛 骨 筋 ・ 誹 腹 筋 内 側 頭

び 外 側 頭 ・ 。ヒ ラｊ 筋 ）につ い て 筋 電 図 を 取 り 筋 の 活 動 状況 を 記 録 す る と同 時 に 、足 底 面

圧 力 計 を 取り つ け て 、 支 持脚 期 及 び 遊 離 脚期 を 記 録 し た 。ま た 、 歩容 を 捉 え る た め に 、

行 速 度 、 １分 間 歩 数 に つい て も 記 録し た 。 着 装 は 、 女物 長 着（ ウ ー ル 地-･ 縮 緬 地 ）と 履

て 草 履・ 下 駄 ）を 各 ２ 種 類用 い 、 着装 条 件 ２ 種 類（ 裾 線 を 水 平-・ 棲 先 上 が り7 ㎝ ）に 、

準 とし て の 裸 足を 加 え た 計11 条 件 につ いて 行 な い 、ト･レ ッ ドミ ル 上 で 被験 者 の 最 も 歩老

す い 速 度 を用 い て 歩 行 実 験 を 行な っ た 。

結 果　1  ）歩 行｡速 度･    1 分 間 歩 数 につ いて は 、 個 人特 性 の 方 が 着装 条 件 によ る 影 響 よ り

っ て い る こ とが 示 さ れ 、 歩行（ 殊 に ピ ッ チ ）の 生 得 的 な 特 性 の 強い こ と が 示 唆 さ れ る が

度 に つ い て は ウ ー ル 地 、 棲先7    ・ 上 がり の 場 合 に 若干 の 低 下 が み 。ら れる 。　2    ）下 肢 筋 の

活 動 に つ い て は 、 女 子に つ い て は 取 り 難 い面 が 多 く 、 筋 電図 が 明 確 に弁 別 で き る 被験 者

筋 につ い ての み 検 討 し た 結果 、 非 拘 束 の 状態 に 比 較 し て和 装 時 は 大腿 部 の 動 き が湖 限さ

る た め 、 下腿 部 の 諸 筋 の 活動 が 重 要 とな る こ と 、 左脚 と 右 脚 の 筋で 違 い が み ら れ る こ 。と

腿 三 頭 筋 に つ い て 、 履物 に よ る差 が み ら れ た 。


